
第二回EPLF・ELF-CL統一会議での決定にしたがって、干ばつの再発と影響を防ぎ、最

小化するために農業再生計画と水資源開発がことに重きをおかれた。



















我々をアスマラ近郊か

ら撤退させたソビエト

の十年間の巨大な介入

の後に、“時の賢人”

の後の十年間、私たち

は自らの境遇に黙って

従わなければならなか

った。なぜならば、彼

らによれば、ソビエト

の兵器の前に立ちはだ

かることは“無益な、

自殺的行為”であるか

らだ。エリトリアの

人々の屈服しないとい

う決意を厳しく試した

苦い戦いの十年間。あ

れから十年後に、包囲

が蹴散らされる時がよ

うやくやってきた。

1988年3月17日、EPLF
はある前線に駐留して

いたエチオピア軍のエ

リート部隊に大規模な

攻撃をしかけた―ナク

ファ前線の“Nadew部

隊”だ。48時間の戦闘

で、1.8万人の兵士が

戦闘力を失わされ、敵

軍の兵器は鹵獲される

か破壊された。これら

のソビエト軍の軍事顧

問もまた捕虜にとられ

た。27年間の戦いの中

でエリトリア側の最大

の勝利であった。


